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少子高齢化の進展により、今後さらに増加が見込まれる高齢者を地域の限られた人材で見守るた

めには、情報通信技術（ICT:Information and Communication Technology)の活用が重要となる。Ｉ

ＣＴを活用することにより、離れていても、高齢者や見守り関係者間でコミュニケーションや情報

共有が可能となり、安心感の向上と共に、より迅速な対応が可能になるものと考え、平成２２年度

から「ＩＣＴを活用した県民の安全安心支援サービス先進モデル構築事業」を２カ年実施した。 

 本事業では、産学官が連携し、「緊急通報の住居内から生活圏への拡大」、「世代を超えて声や映

像で楽しく交流」を基本コンセプトにインターネットを活用した次世代型の福祉安心システムをモ

デルシステムとして開発した。スマートフォンやタブレットなどをクライアント端末とし、クラウ

ドコンピュータと連携して緊急通報、見守り、ビデオ通話などサービス提供が可能なシステムを構

築した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 次世代型福祉安全システム 

緊急通報用ペンダント 

宅内用クライアント端末 

携帯用クライアント端末 

クラウド連携システム 


